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　目的 ・鹿茸は古 来 よ b中国 で 強精，老化防止薬 と して用 い られ て きた 。 そ こ で今回は ， 老

化 に伴 う免疫監視機構 の 異常に対する鹿茸 の 薬理 効果を検討す る た め に ， 梅花鹿 （C．ec1iLS

！11£ gg！！Temminck ）の 未成熟角 で ある鹿茸 （中国吉林省産 ）の エ タ ノ
ー

ル 抽 出後 の 残渣 よ

b マ ク ロ フ ァ
ージ の 免疫複合体結合能 の 促進活性 を検討 し， そ の 活性物質 を精製 した

。

　方法 ・   鹿茸 エ タ ノ
ー

ル 抽 出残渣 の 分画 ：鹿茸 の エ タ ノール 抽出残渣につ い て CHCI3 −

MeOH （211v ／v ），　CHCls − MeOH （1 ：2v ／v ），CHCI3 − MeOH − H20 （1 ；2 ：0．8v ／v／v ）

及 び 熱 水 で 順次抽出 を 行 っ た 。 CHC 　13−　MeOH −H
！O 抽 出画分 は遠心 に よ b ， 上層 （DW −

GL ）と下層 に分離 し， 各抽 出物 を 得 た 。 熱水抽出画 分は エ タ ノ
ー

ル 沈殿 に よ り粗多糖 （DW −

4 ）を得 た 。   免疫複合 体結合能促進活性 ： gluc 。 se 。xidase − anti −
glucose 　 oxidase

complex （GAG ）を免疫複合体モ デル とした in　 vitro 酵素抗体法に よ b ， 腹腔 マ ク ・ フ ァ

ー
ジ の Fc 受 容体 を 介 し た GAG 結 合能 を測定 した

。

　結果 ・DW − GL 及 び DW − 4 に免疫複合体結合能促進活性が 認 め られ た 。
　 DW −GL は 0．1

MNaOH − 70 ％ MeOH 中 で 37 ℃ ， 3 時間処理 し， 粗糖脂質画分 （DWG 　L − 4 ）を得た 。

DWGL − 4 は Sephadex 　 G − 50 に よ る ゲ ル ろ 過 で 5 つ の 画分 に 分画 し島 高い 活性の 認 め

られ た D 及 び E 画分 の うち，E 画 分 につ い て 更に Sep −Pak 　 C18 に よb分画 を行 な っ た 。

高 い 活性 の 認 め られた未 吸着画分 は Capcell 　Pak 　 Cl8 カ ラム を用 い た HPLC で さ らに精

製 し 複数 の 活性物質 を得たb こ の うち， 比 較的収量が高ぐ， siliea 　ge1 の HPTLC 及 びHPLC

で 単
一

な E − 8 は HPTLC 上 で gangtioside と類似 の Rf 値 を示 した 。 しか しなが ら，
E − 8

が 2．　5　pg ／祕 の濃度で も有意 の 活性 を示 した の に 対 し，市販 の Gqa ，GDlb，　GMI，　G 嶋 ，

及 び GD3 は SO μg／neで も全 く活性を示 さなか っ た。 ま た ，　E − 8 は Clostridium 魍

及 び Arthrobacter　ureafaciens 由来 sialidase に 対 して も抵抗性 で あ っ た 。

　考察 ・鹿茸の エ タ ノ
ー

ル 抽 出残渣中 に マ ク ロ フ ァ
ージ の Fc 受容体を介 した免疫複合体除

去能 の 強い促進性物質を見出 した 。 本物質は糖脂質画分 よ b得 られ た が 通常 の ganglio −

side とは異な る挙動 を示 した 。
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